
「新型コロナウイルスの影響による
収入減を補てん」

【京都府福知山市 福山ファーム
代表 福山 壽さん（74）】

栽培規模＝イチゴ55アール、スイートコーン50アール

補償範囲の広さに魅力を感じ、令和２年から収入保険に加入しました。年々
拡大していた経営規模を補償の基準となる収入に反映できたことも、加入を決
めた要因の一つです。
イチゴ狩りには、例年、1日に50〜60人ほどが来られていましたが、昨年は新

型コロナウイルスの影響でゼロとなりました。イチゴは直売所の販売に切り替え
ましたが、それでも収入減となる見込みだったので、つなぎ融資を申請しまし
た。そして、今年の４月に昨年の実績を申告して、補てん金も受け取ることが
できました。
つなぎ融資と補てん金を受け取ることができ、なんとか経営の危機を乗り越え

ることができました。収入保険は、ハウス農家が待ち望んでいた保険だと思いま
す。

【収入保険】保険金を受け取った方の声
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